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北栄町環境審議会について 

 

◇環境審議会とは 

 ・北栄町環境基本条例（平成 18年北栄町条例第 40号）第 24条に基づく町の附属機関。 

 ・委員は 10 人以内で組織され、町長の諮問に応じ、環境の保全及び創造に関する重要事項等の

調査審議を行う。（任期は２年間） 

 

◇北栄町環境基本条例（抜粋） 

 第４章 環境審議会 

（設置） 

第 24条 環境基本法（平成 5年法律第 91号）第 44条の規定に基づき北栄町環境審議会（以下「審
議会」という。）を置き、次に掲げる事項を調査審議する。 

 (1) 環境基本計画に関し、第 9条第 3項に規定する事項 

 (2) 町長の諮問に応じ、環境の保全及び創造に関する基本的事項及び重要事項 

 

（組織） 

第 25条 審議会は、委員１０人以内で組織する。 
２ 委員は、環境の保全に関し学識経験を有する者その他町長が適当と認める者のうちから、町長

が委嘱し、又は任命する。 

  

（任期） 

第 26条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

  

（会長及び副会長） 

第 27条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 
  

（会議） 

第 28条 審議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会は、在任委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

  

（関係者の出席要求） 

第 29条 審議会は、必要に応じ関係者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

  

（部会） 

第 30条 審議会に専門の事項を研究討論するため、部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。 
 

 （庶務） 

第 31条 審議会の庶務は、環境エネルギー課において処理する。 

  

（委任） 

第 32条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、町長が別に定める。 
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（環境基本計画） 

第９条 町長は、環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境の保全に関

する基本的な計画(以下「環境基本計画」という。)を定めるものとする。 

 

２ 環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

(1) 環境の保全及び創造に関する目標及び施策の方針 

(2) 前号に掲げるもののほか、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

ために必要な事項 
 

３ 町長は、環境基本計画の策定において、町民及び事業者の意見が反映されるように努めるとと

もに、北栄町環境審議会の意見を聴かなければならない。 

 

４ 町長は、環境基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。 

 

５ 前 2項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。（市町村の環境の保全に関する審議

会その他の合議制の機関）  

 

 

◇環境基本法（抜粋） 

 

第三章 環境の保全に関する審議会その他の合議制の機関等 
（市町村の環境の保全に関する審議会その他の合議制の機関） 

第 44 条   市町村は、その市町村の区域における環境の保全に関して、基本的事項を調査審議さ

せる等のため、その市町村の条例で定めるところにより、環境の保全に関し学識経験のある者を含

む者で構成される審議会その他の合議制の機関を置くことができる。 

 

 



北栄町訓令第16号 

 

北栄町環境最高未来責任者設置要綱 

 

(設置) 

第１条 未来の北栄町に生きる若者として町及び北栄町環境審議会と連携し、

環境問題及び持続可能なまちづくりに関心を持ち、環境・社会・経済の課題を

同時に解決していく視点を大切に、考えたり、意見交換をしたり、自分たちに

出来ることを提案したりすることで、北栄町がめざす「人と自然が共生し 確

かな豊かさを実感するまち」の実現に重要な地域資源を活用する循環型社会

の構築に資するため、北栄町環境最高未来責任者（以下「環境CFO」という。)

を設置する。 

(委嘱) 

第２条 環境CFOは、10名以内とし、町長が委嘱する。 

(任期) 

第３条 環境CFOの任期は２年以内とし、再任を妨げない。ただし、後任の任期

は前任者の残任期間とする。 

(任務) 

第４条 環境CFOの任務は、次のとおりとする。 

(１) 環境保全及び創造に関する基本的事項等を学び、協議する。 

(２) 北栄町環境基本計画等について学び、協議する。 

(３) 北栄町環境審議会と連携する。 

(４) 環境を軸に地域循環共生圏・ローカルSDGsについて学び、協議する。 

(５) 町の行う環境関連事業への協力を行う。 

(研修) 

第５条 町は、必要に応じて研修の機会等を提供し、北栄町の環境に対する取り

組み及び北栄町環境基本計画等について検討するものとする。 

(庶務) 

第６条 環境CFOに関する庶務は、環境エネルギー課が行う。 

(委任) 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、町長が別に定め

る。 

附 則 

この要綱は、令和５年５月11日から施行し、令和５年４月１日から適用する。 
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北栄町環境CFOと環境審議会の連携（イメージ図）

・大学生２名 ・環境基本計画

・高校生６名

・中学生１名

上記の調査審議を行う

・CFOの意見を聞き参考とする

  (環境基本計画等への意見反映）

・審議会の活性化

（環境CFOの内容）

・北栄町の環境や北栄町の未来に関心をもつ

・自分たちの勉強の場

・自分たちで企画したイベントの開催

・環境審議会への参加（２～３回程度／年）

など

・環境保全及び創造に関する
  基本的事項、重要事項

環境審議会 10人環境CFOグループ

９名

プロジェクト

ファシリテーター

連携

自由・気軽さの中で学び、体験し、まちを身近に感じ

将来に向けて、まちとの関わりを体感する。

サポート

未来を担う若者として、環境

に対しての意見交換を行う
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